
潺広報くろしお  №45　2009（平成21）年12月号

　
１１
月
８
日
、
土
佐
西
南
大
規
模

公
園
（
大
方
地
区
）
海
の
バ
ザ
ー

ル
駐
車
場
で
幡
多
・
マ
ー
ケ
ッ
ト

「
海
辺
の
日
曜
市
」
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。（
特
定
非
営
利
活
動
法

人
高
知
県
西
部
Ｎ
Ｐ
Ｏ
支
援
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
主
催
）

　
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
地
域
に
あ

る
食
材
や
昔
な
が
ら
の
調
理
方
法
、

地
域
素
材
を
活
か
し
た
新
し
い
地

域
産
品
の
発
見
に
つ
な
が
る
よ
う
、

そ
し
て
、
生
産
者
と
買
い
手
が
直

接
売
り
買
い
す
る
こ
と
で
、
交
流

を
活
性
化
さ
せ
地
域
に
賑
わ
い
を

呼
び
起
こ
そ
う
と
、
来
年
２
月
ま

で
月
１
回
（
毎
週
第
１
日
曜
日
）

試
験
的
に
行
わ
れ
る
と
の
こ
と
で

す
。
初
回
の
こ
の
日
、
町
内
外
の

グ
ル
ー
プ
や
個
人
生
産
者
が
出
店

す
る
無
農
薬
野
菜
や
果
物
、
鮮
魚

や
鮮
肉
食
品
、
お
菓
子
や
お
餅
、

豆
腐
や
味
噌
な
ど
の
手
づ
く
り
加

工
品
、
木
工
や
ガ
ラ
ス
、
布
製
品

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
品
物
が
並
び
、

来
場
者
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

生
産
者
と
お
客
さ
ん
同
士
だ
け
で

な
く
、
出
店
者
同
士
で
情
報
交
換

が
行
わ
れ
る
姿
も
あ
り
ま
し
た
。

　
会
場
で
は
、
毎
回
、
来
場
者
へ

の
ア
ン
ケ
ー
ト
が
行
わ
れ
、
協
力

い
た
だ
い
た
方
に
は
当
日
会
場
で

の
み
使
え
る
５
０
円
分
の
ハ
タ
マ

ネ
ー
が
配
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

マ
イ
バ
ッ
ク
推
進
の
た
め
、
無
料

エ
コ
バ
ッ
ク
貸
出
も
実
施
さ
れ
て

い
ま
し
た
。

　
主
催
者
で
あ
る
高
知
県
西
部
Ｎ

Ｐ
Ｏ
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
は
、

幡
多
・
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
継
続
的
に

開
催
で
き
る
よ
う
模
索
中
で
あ
り
、

毎
回
マ
ー
ケ
ッ
ト
後
に
は
出
店
者

の
方
々
と
の
反
省
会
も
行
っ
て
い

る
と
の
こ
と
。
今
後
も
出
店
希
望

者
を
広
く
募
り
、
よ
り
充
実
し
た

日
曜
市
が
期
待
で
き
そ
う
で
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
】

　
特
定
非
営
利
活
動
法
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知
県
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Ｐ
Ｏ
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
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か
き
せ
川
地
域
（
御
坊
畑
・
大

方
橘
川
・
馬
荷
地
区
）
で
は
、
地

域
の
一
帯
に
コ
ス
モ
ス
の
花
を
咲

か
せ
、
秋
を
楽
し
む
イ
ベ
ン
ト
を

毎
年
行
っ
て
い
ま
す
。

　
今
年
も
大
方
橘
川
で
は

１１
月
３

日
に
「
こ
す
も
す
の
花
見

ｉｎ
橘
川
」

が
、
８
日
に
は
馬
荷
小
学
校
で
「
地

域
の
秋
を
楽
し
む
会
」
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

 
両
日
と
も
、
朝
か
ら
ぽ
か
ぽ
か

と
暖
か
な
日
と
な
り
、
色
と
り
ど

り
に
咲
い
た
コ
ス
モ
ス
を
見
な
が

ら
手
作
り
の
山
菜
飯
や
赤
飯
、
郷

土
料
理
に
舌
鼓
を
打
っ
た
り
、
会

場
で
販
売
さ
れ
る
、
地
元
な
ら
で

は
の
お
米
や
野
菜
に
山
菜
、
お
味

噌
や
お
茶
、
廃
油
で
作
っ
た
石
鹸

な
ど
の
商
品
を
「
安
い
ね
」「
珍

し
い
も
の
が
あ
る
ね
」「
こ
こ
の

餅
は
毎
年
買
い
付
け
よ
う
」
と
買

い
物
を
楽
し
ん
だ
り
、
訪
れ
た
た

く
さ
ん
の
方
々
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　
地
域
の
秋
を
楽
し
む
会
で
は
、

国
道

５６
号
馬
荷
入
口
か
ら
会
場
ま

で
約
６
キ
ロ
の
健
康
ウ
ォ
ー
ク
も

行
わ
れ
、
参
加
者
た
ち
は
コ
ス
モ

ス
を
観
賞
し
な
が
ら
途
中
、
馬
荷

冷
泉
の
足
湯
サ
ー
ビ
ス
や
地
域
産

物
の
買
い
物
な
ど
を
楽
し
む
姿
も

見
ら
れ
ま
し
た
。

　
大
方
橘
川
地
区
は
、
「
こ
す
も

す
の
花
見
」
が
今
年
で
５
回
目
を

迎
え
ま
し
た
。
イ
ベ
ン
ト
は
口
コ

ミ
で
広
が
り
、
今
で
は
２
０
０
人

も
の
来
場
者
が
訪
れ
ま
す
。

 
中
に
は
、
地
区
外
に
出
た
方
た

ち
も
里
帰
り
も
兼
ね
て
来
場
し
「
久

し
ぶ
り
」「
元
気
や
っ
た
か
ね
」
と
、

地
元
の
方
々
と
再
会
を
喜
び
合
い

交
流
を
深
め
る
様
子
も
見
ら
れ
ま

し
た
。

　
１０
月

１８
日
、
南
郷
小
学
校
で
三

世
代
ふ
れ
あ
い
参
観
日
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
同
小
学
校
体
育
館
に
は
、

全
児
童

４８
人
と
そ
の
保
護
者
や
祖

父
母
、
地
域
か
ら
も
浮
津
婦
人
会
、

浮
津
・
鞭
老
人
ク
ラ
ブ
の
方
々
約

１
６
０
人
が
一
堂
に
集
ま
り
、
そ

れ
ぞ
れ
班
に
な
っ
て
採
っ
て
き
た

か
ず
ら
や
松
ぼ
っ
く
り
、
せ
ん
だ

ん
の
実
や
ど
ん
ぐ
り
な
ど
を
材
料

に
し
て
ク
リ
ス
マ
ス
飾
り
用
の
リ

ー
ス
づ
く
り
を
楽
し
み
ま
し
た
。

地
元
の
門
田
匡
平
さ
ん
や
岡
本
勝

美
さ
ん
を
中
心
に
、
老
人
ク
ラ
ブ

の
方
々
が
手
早
く
か
ず
ら
を
リ
ー

ス
の
形
に
す
る
様
子
を
、
子
ど
も

た
ち
は
目
を
輝
か
せ
て
見
入
っ
て

い
ま
し
た
。

まちのできごとまちのできごとまちのできごと
幡
多
・
マ
ー
ケ
ッ
ト
「
海
辺
の

日
曜
市
」
オ
ー
プ
ン
！

御
坊
畑
・
大
方
橘
川
・
馬
荷

コ
ス
モ
ス
で
秋
を
楽
し
む

三
世
代
ふ
れ
あ
い
参
観
日

南
郷
小
学
校
で
リ
ー
ス
づ
く
り

地区住民20数名で、準備も大変だったが、今年
も賑やかにできました。来年もみんなが元気で
あれば開催します。お楽しみに。（大方橘川より）

健康ウォーク中
に、馬荷冷泉の足
湯でホッと一息。

↑賑やかで、和やかにリースづ
くりがされていました。
←こんなに大きなリースもで
きました！
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蜷
川
地
区
米
原
に
祭
ら
れ
て
い

る
「
千
代
の
碑
」
の
足
場
周
辺
で

土
砂
崩
れ
が
発
生
し
、
こ
の
た
び

地
元
の
方
々
た
ち
に
よ
っ
て
一
帯

の
修
復
工
事
が
な
さ
れ
、

１０
月

２９

日
に
は
、
関
係
者
ら
が
集
ま
り
工

事
の
竣
工
式
が
厳
か
に
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
こ
の
千
代
の
碑
は
、
鎌
倉
時
代

元
弘
の
変
に
よ
り
京
都
か
ら
遠
流

の
地
畑（
幡
多
）へ
下
っ
た
後
醍
醐

天
皇
の
第
一
皇
子
尊
良
親
王
を
、

大
平
弾
正
と
と
も
に
守
っ
た
有
井

庄
司
の
娘
、
千
代
の
お
墓
で
す
。

　
こ
の
場
所
は
、
尊
良
親
王
の
隠

れ
家
で
あ
っ
た
米
原
宮
へ
食
事
を

届
け
る
役
を
言
い
使
っ
て
い
た
千

代
が
、
あ
る
日
時
間
に
遅
れ
て
し

ま
い
、
そ
れ
を
自
責
し
て
入
水
し

た
場
所
と
も
い
わ
れ
て
お
り
、
今

も
そ
の
伝
え
を
知
る
地
域
内
外
の

方
が
弔
い
に
訪
れ
て
い
ま
す
。

　
１０
月

２７
日
、
高
知
県
が
実
施
す

る
「
対
話
と
実
行
」
座
談
会
が
か

き
せ
川
地
域
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
尾
闢
知
事
、
そ
の
他

県
・
町
の
関
係
者
ら
が
馬
荷
冷
泉

汲
み
あ
げ
所
と
七
立
栗
圃
場
を
各

代
表
者
に
説
明
を
受
け
な
が
ら
見

学
し
、
そ
の
後
、
馬
荷
小
学
校
体

育
館
で
、
か
き
せ
川
地
域
協
議
会

や
七
立
栗
保
存
会
、
そ
の
他
、
御

坊
畑
・
馬
荷
・
橘
川
地
区
で
行
わ

れ
て
い
る
活
動
を
そ
れ
ぞ
れ
代
表

か
ら
資
料
や
写
真
を
見
な
が
ら
紹

介
さ
れ
ま
し
た
。
尾
闢
知
事
は
「
地

域
の
熱
心
な
取
り
組
み
に
大
変
頼

も
し
く
感
じ
ま
し
た
。
今
後
の
活

動
に
も
大
い
に
期
待
し
ま
す
」
と

話
し
て
い
ま
し
た
。

　
１１
月
２
日
、
株
式
会
社
土
佐
く

ろ
し
お
鉄
道
が
踏
切
事
故
防
止
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
の
一
環
と
し
て
、
入

野
万
行
踏
切
で
の
踏
切
脱
出
及
び

列
車
防
護
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
四
国
運
輸
局
に
よ
る
と
、
県
内

で
は
今
年
に
入
っ
て

１０
月
ま
で
に

３
件
の
列
車
事
故
が
発
生
し
て
い

る
と
の
こ
と
で
す
。（
う
ち
１
件

は
死
亡
事
故
）

　
黒
潮
町
か
ら
た
く
さ
ん
の
小
学

生
が
参
加
し
、
高
成
績
を
収
め
ま

し
た
。
選
手
の
皆
さ
ん
、
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今
後
の
活
躍

も
期
待
し
て
い
ま
す
。

男
子
１
０
０
０
㍍

１
位
　
小
橋
優
太（
大
方
Ｊ
Ａ
Ｃ
）

　
記
録
３
分
６
秒

４４

女
子
１
０
０
０
㍍

１
位
　
山
本
紗
羅（
大
方
Ｊ
Ａ
Ｃ
）

　
記
録
３
分

２３
秒

３２

女
子
走
高
跳

１
位
　
山
沖
真
菜（
中
村
Ｊ
Ａ
Ｃ
）

　
記
録
１
ｍ

３０
㎝
 

女
子
４
０
０
㍍
リ
レ
ー

５
位
　
大
方
Ｊ
Ａ
Ｃ

（
澳
本
み
な
み
、
酒
井
優
衣
、

二
宮
萌
実
、
山
本
紗
羅
）

　
記
録

６３
秒

２６

まちのできごとまちのできごとまちのできごと
「
千
代
の
碑
」
修
復
さ
れ
ま
し
た

高
知
県
「
対
話
と
実
行
」
座
談
会

か
き
せ
川
地
域
が
県
知
事
と
座
談
会

踏
切
事
故
防
止
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

踏
切
脱
出
・
列
車
防
護
訓
練

ス
ポ
ー
ツ
結
果

第
２６
回
高
知
県
小
学
生
陸
上
競
技
大
会

（
１０
月
４
日
春
野
陸
上
競
技
場
）

後方に見える滝が、お千代が身を投じ
たといわれる滝「千代が淵」とも呼ば
れています。

左上：七立栗の圃場（七
立栗保存会）
右下：座談会の後には、
郷土料理を味わいながら、
知事や県関係者との交
流を深めました。

（右）踏切に取り残されてしまっても、あわてずにゆっくり前進すると、車に傷
がつくことなく遮断管は押し上げられます。
（左）車が動かない時は、車内に装備されている信号煙火（キャップが発火部分）
を着火し、体からできるだけ離してゆっくり回しながら列車に合図を送ります。

５
・
６
年

　佐賀北部地域協議会（会長矢野元）が取り組む、若山楮の復活プロジェクトに向けて、佐賀温泉敷地に、このたび蒸
し釜戸を完成させました。今年1月から拳ノ川と市野瀬地区の土地（約1,000平方メートル）で自生した若山楮を本
格的に手入れし、スクスク育った楮は、12月上旬に刈り取り、蒸し剥ぎを行う予定です。町内ではめったにお目にかか
れない、そして、高齢の方には懐かしい刈り取りや蒸し剥ぎの光景をご覧に、また、体験しに来てください。
楮の刈り取り／12月11日（金）～13日（日）＜場所＞拳ノ川・市野瀬　
楮の蒸し剥ぎ／12月18日（金）～20日（日）＜場所＞佐賀温泉広場

【お問い合わせ】佐賀北部地域協議会事務局（役場佐賀総合支所海洋農林課）　蕁55－3115（直通）

※刈り取りの場所や日程などの詳細は、
恐れ入りますがお問い合わせください

拳ノ川若山楮　蒸し剥ぎ体験しませんか

た
か
な
が
し
ん
の
う

ほ


